
〔分析〕

(４)望ましい学習習慣の確立

「児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの端末を、どの程度家庭で利用できるようにして
いますか」（学校質問紙）
小学校 中学校

〔望ましい学習習慣の確立に向けて〕

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか
（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含
む）」（児童生徒質問紙）
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〔分析から明らかになったこと〕
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○ １人１台端末を持ち帰って家庭で利用できるようにしている学校の方が、持ち帰らせて
いない学校に比べて平均正答率が高い傾向がある。
○ 家で自分で計画を立てて勉強をしていると回答した児童生徒ほど各教科の平均正答率が
高い傾向がある。
● 授業時間以外の学習時間が長い児童生徒ほど各教科の平均正答率が高い傾向があるが、
１時間以上勉強をする児童生徒の割合は、全国に比べて低い状況が見られる。

▢ 端末の活用や学習塾等との連携による授業時間以外の学習の充実
・家庭学習の質の向上に向け、１人１台端末を効果的に活用することが大切です。
・地域の人材等と連携して児童生徒に放課後等の学習機会を提供するなど、地域全体で児
童生徒の学習を支援することが大切です。
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「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含む）」（児童生徒質問紙）

小学校 中学校
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ｅポータルによるクラウドサービスの活用促進

学習アプリの選択による個別最適な学びの充実

ＭＥＸＣＢＴ（メクビット）による学力調査問題の活用

１人１台端末の持ち帰りによる家庭学習の充実

取組のポイント
○ ｅポータルによるクラウドサービスの活用促進
○ 学習アプリの選択による個別最適な学びの充実
○ ＭＥＸＣＢＴ（メクビット）による学力調査問題の活用

○ 児童から「６年生が取り組むような難しい問題が解けてうれしかった」「他
の県の問題など、色々な問題があって楽しい」「家庭学習で色々な問題にチャ
レンジしたい」などの感想が聞かれるなど、児童に学ぶ楽しさを実感させ、家
庭学習への主体性を高めることができた。

取組の成果

実践の概要

ドリルアプリの窓口を一本化することにより、アプリご
とにログインする必要がなくなったり、学習履歴を残した
りできるようになるなど、児童にとっても教師にとっても
クラウドサービスが一層活用しやすいものとなるようにし
ています。

定着に自信のない児童は、ノートを活用して学び直しを
してもよいことを伝えるなど、児童一人一人の学習状況に
合った家庭学習に取り組むことができるようにしています。

全国調査の問題など、学習指導要領で求められる
資質・能力が問われる問題に触れる機会を増やすこ
とにより、児童自身が身に付いた力を実感し、自ら
の学習状況の自覚を促すことができるようにしてい
ます。

石狩市立花川南小学校

・１人１台端末のデスクトップ上に個々に保存していたド
リルアプリを全てｅポータルを窓口として起動できるよ
うに整理

・計算の技能の練習をしたい児童が選択する計算ドリル
アプリや、技能の活用など思考力を問う問題に取り組み
たい児童が選択するアプリなど、自分自身の学びたいこ
とに合わせてドリルを選択

・文部科学省ＣＢＴシステム（メクビット）に搭載さ
れた問題の中から、既習の内容で取り組むことがで
きる問題を選び、第６学年以外の学年にも配信
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より多くの大人との関わりを創出する民営塾との連携

１人１台端末の活用によるオンラインでの実施

学校との連携による学習効果の充実

公設塾との連携などによる放課後学習の充実

取組のポイント

○ より多くの大人との関わりを創出する民営塾との連携
○ １人１台端末の活用によるオンラインでの実施
○ 学校との連携による学習効果の充実

○ 実施から10年以上が経過し、生徒の学習への主体性や進路の実現に向けた
意欲を高めるきっかけとして定着した。

○ 講師との出会いや自分に合った学習方法との出会いなど、学校以外の場に
おいて、新たな経験の場を創出することができた。

取組の成果

実践の概要

学校と民営塾が別々に生徒に関わるので
はなく、それぞれの場での生徒の状況を共
有することにより、学校と民営塾の双方で
生徒一人一人の実情や学習状況に応じた指
導を充実し、個別最適な学びを実現できる
ようにしています。

比布町教育委員会

・比布町では、「全ての大人が教師として、それ
ぞれの立場で可能な経験の場を提供する」とい
う方針の下、民営塾と連携し、「比布チャレン
ジゼミ」を実施

・生徒の学習状況を共有するために、学校の
教員と民営塾との面談を実施
・比布チャレンジゼミの実施日程や、周知、
集約、１人１台端末の持ち帰り日程などに
ついて、学校と連携して調整
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オンラインで実施することにより、対面での授業
よりも生徒一人一人の学びに向かう力の差が影響す
るという課題はありますが、生徒が自宅から参加し
たり、講師の移動時間をなくしたりするなど、実施
自体のハードルを下げることにつながっています。

・学校に配備した１人１台端末を活用し、比布チャ
レンジゼミをオンラインで実施
・オンラインでの実施により、講師を確保

「経験」は比布町の教育を具現化するための柱
という考え方と方針が一致した民営塾と連携する
ことにより、点数の向上だけではなく、子どもの
成長や人生を見据えた取組として位置付けていま
す。


